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「よく考え よいと思ったらすぐやる」

10月も下旬を前に、少しずつ気温も落ち着いてきて、秋の訪れを感じています。
私が「秋」を感じるものとして、朝晩の涼しい気温や彼岸花、コスモス、ススキ
などの植物、たわわに実る柿の実などがありますが、それだけでなく金木犀（き
んもくせい）の匂いも挙げられます。ここ数日、金木犀からほのかに匂いがやさ
しい風とともに漂ってきて、「秋」の訪れを楽しんでいます。
１０月２６日（日）には、令和７年度神川小学校大運動会を開催する予定です。

今年は、熱中症の危険を避け、１ヶ月程開催時期を遅らせての実施となります。
運動会は、学校行事の中でもみんなが関わり、時間をかけ創り上げる大きな行

事です。子供たちが「やり遂げた」という自信と満足感が味わえるように取り組
んでいきたいと思います。練習の成果を一生懸命に発揮し、心を一つに協力しな
がら素晴らしい競技・演技を見せてくれることでしょう。当日は、全力を尽くす
３４人の子供たちへ大きな声援と拍手をお願いします。

さて、本校校庭の道路側にある「今隈兄弟 孝子碑」。校長室に残されている資
料を紐解いてみました。
今隈兄弟（兄：半兵衛〔生年不明～享保１８年【１７３３年】没〕、弟：茂兵衛〔寛文１１

年【１６７１年】～宝暦１１年【１７６１年】没）は親孝行や地域貢献に尽くし
た兄弟でした。その一部を紹介すると、兄弟は若い時から仲睦まじく、母親が病
床にあった十年余りの期間、交替で看病し続けました。また、半兵衛は、年老い
た父親を背負って長い道のりを歩いて茂兵衛の家まで送り届けることもありまし
た。一方、当時の神川大橋が洪水のたび流される厳しい状況を
解消しようと、兄弟は橋を架ける資金を調達した上に、三十余
間（一間＝約１．８１８ｍ）の丈夫な橋を自力で架けました。
さらに、近所の人々のために労を惜しまず井戸を掘ることもあ
りました。そのような善行から、後世まで「親孝行の今隈兄弟」
として広く語り継がれ、親孝行の手本として称えられています。
「今隈兄弟 孝子碑」は、そうした親孝行や地域貢献を顕彰しよう

とした神川小第三代校長、湯田壯熊氏の志を継いだ学校職員や
地域の青年会の尽力により、大正１４年【１９２５年】１１月
１１日に建立されました。本碑の除幕は、半兵衛の子孫である
善兵衛によって執り行われたとのことです。今から１００年前
の出来事です。
来年は神川小学校創立１５０年目を迎える記念の年となりま

す。現在、「１５０周年記念事業実行委員会」を立ち上げ、来年度の記念事業開催
の準備に取り組んでいます。
記録によりますと、神川小学校は､明治９年（1876年）2月25日に神川村校とし

て開校しております。
ちょうどその頃は、廃刀令が出され、神風連の乱や秋月の乱など、武士の世の

中から明治の新しい時代への過渡期で、鹿児島においては「西南の役」前夜の騒
然とした中でのスタートだったことでしょう。世界に目を向けるとベルが電話機
を発明したとのことです，彼が現在のスマートフォ
ンの普及を見たらびっくりすることでしょう。 ＜神川小学校Facebook＞

子供たちの日々

今後、校区の皆様には、様々な場で「１５０周年 の活動の様子を公

記念事業」について御協力をいただくことと存じま 開しています。

す。大切に受け継いできた地域の伝統を守りつつ、 ぜひご覧になっ

来たるべき未来に向けて、神川小学校１５０周年記 てください。

念事業に御協力いただければ幸いです。

 




